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「
や
す
ら
ぎ
大
学
」
を
開
校
し
て 

終
活
と
い
う
言
葉
を
新
聞
等
で
見
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

少
子
高
齢
化
の
時
代
で
あ
る
こ
と
を
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

昔
の
映
画
「
東
京
時
代
」
に
で
て
く
る
役
者
さ
ん
が
六
十
才

な
の
に
た
い
そ
う
な
老
人
の
姿
に
は
驚
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
昔
と
今
と
老
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
十
才
も
二
十
才
も
違

う
の
で
す
。
本
当
に
今
の
世
代
の
ご
老
人
は
元
気
で
す
。
食

べ
物
や
生
活
環
境
や
医
療
の
発
達
に
よ
り
、
正
直
死
ぬ
に
死

ね
な
い
状
態
で
す
。
日
本
は
他
国
に
比
べ
て
平
和
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
外
国
で
は
日
夜
戦
争
に
明
け
暮

れ
て
い
る
処
が
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
テ

レ
ビ
を
見
れ
ば
、
ラ
ー
メ
ン
の
味
比
べ
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

宣
伝
、
旅
行
の
案
内
等
な
ん
で
も
あ
り
の
し
あ
わ
せ
状
態
で

す
。
な
ん
と
日
本
は
平
和
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
本
当

に
心
か
ら
平
和
と
思
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
も

な
い
で
す
ね
。
介
護
問
題
や
そ
れ
に
関
わ
る
諸
問
題
が
新
聞

紙
上
に
毎
日
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
や
す
ら
ぎ
大
学
と
命
名
し
、
昨
年
春
、
知
識
欲
旺

盛
な
方
々
を
対
象
に
開
校
い
た
し
ま
し
た
。
な
ん
と
、
四
十

名
余
の
皆
様
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
超
宗
教
の
各
宗
旨
御
僧
侶
に
快
諾
し
て
い
た
だ
き
、
講

話
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
聴
講
さ
れ
る
皆
様
が
大
変
熱

心
に
聞
か
れ
る
の
で
、
話
さ
れ
る
御
僧
侶
も
驚
い
て
お
ら
れ

ま
す
。
心
の
時
代
と
言
わ
れ
て
長
く
な
り
ま
す
が
心
の
オ
ア

シ
ス
の
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

月
一
回
、
年
十
回
（
七
月
、
八
月
休
講
）
第
三
火
曜
日
午

後
一
時
半
よ
り
、
代
金
は
年
間
で
一
万
円
で
す
。
聴
講
さ
れ

る
方
は
千
三
百
円
で
す
。
皆
勤
者
に
は
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
す
。
本
堂
に
て
般
若
心
経
読
誦
、
講
師
紹
介
。
書
院
に
て

一
時
間
の
講
話
と
茶
話
会
三
時
ま
で
、
講
師
様
は
今
ま
で
曹

洞
宗
、
臨
済
宗
、
浄
土
宗
、

浄
土
真
宗
の
御
僧
侶
に
二

回
ず
つ
お
願
い
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
他
宗
の
御
僧
侶

に
も
講
話
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。 

お
葬
儀
や
ご
法
事
は
大
切

な
セ
レ
モ
ニ
ー
で
す
が
更

に
大
切
な
の
は
皆
様
の
心

の
平
安
に
あ
り
ま
す
。
答
え
は
お
釈
迦
様
の
お
し
え
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
本
当
の
幸
せ
感
が
得
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
終
活
の
目
的
は
自
分
の
人
生
に
悔
い
の
な
い

人
生
の
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。
小
生
も
六
十
九
才
に
な
り
、

子
弟
も
よ
う
や
く
育
ち
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
と
考

え
て
い
ま
す
。
三
十
年
間
い
ろ
い
ろ
と
皆
様
に
助
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
お
返
し
を
す
る
番
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
社
会
の
お
役
に
た
て
て
い
な
い
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
悔
い
の
な
い
人
生
を
祈
念
し
ま
す
。 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

三
月 

○
道
了
講 

 
 

3
日 

○
地
蔵
講 

 
 

17
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

 
 

 

○
春
彼
岸
ペ
ッ
ト
供
養
会 

 

21
日 

○
春
彼
岸
檀
信
徒
供
養
会 

○
渡
部
家
御
法
事 

 
 

27
日 

○
野
崎
家
御
法
事 

 
 

28
日 

○
中
村
家
御
法
事 

 
 

29
日 

○
青
山
家
御
法
事 

○
芹
澤
家
御
法
事 

 
 

30
日 

四
月 

○
道
了
講 

 
 

7
日 

○
橘
家
御
法
事 

 
 

11
日 

○
塩
崎
家
御
法
事 

 
 

18
日 

○
地
蔵
講 

 
 

21
日 

五
月 

 
 

○
小
針
家
御
法
事 

 
 

3
日 

○
大
石
家
御
法
事 

○
大
堀
家
御
法
事 

○
道
了
講 

 
 

5
日 

○
地
蔵
講 

 
 

19
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

 
 

24
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
講
話 

第
３
火
曜
日 
 

13
時
半 

○
坐
禅 

第
２
月
曜
日 
 

19
時
半 

○
写
経 

第
３
月
曜
日 

 

10
時 

○
読
経 

第
1
・
3
火
曜
日  

10
時 

○
御
詠
歌
第
1
・
3
火
曜
日  

11
時 

○
坐
禅 

毎
週
日
曜
日 

 

6
時 

○
写
経 

毎
週
土
曜
日 

 

6
時 

＊
四
月
よ
り
文
化
倶
楽
部
の
名
称
を
や
す
ら
ぎ
大
学
に
変

更
し
、
内
容
を
更
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

三
月 

○
大
泉
寺
大
般
若 

 
 

8
日 

○
桐
ケ
谷
寺
彼
岸
供
養
会 

 

18
日 

○
興
福
寺
大
般
若 

 
 

29
日 

四
月 

○
沼
津
市
仏
教
会
花
祭
り
前
夜
祭 

7
日 

○
慈
雲
院
大
般
若 

 
 

12
日 

○
顕
光
院
結
制 

 
 

26
日 

○
桃
源
院
大
般
若 

 
 

29
日 

五
月 

○
竜
音
寺
大
般
若 
 

 

3
日 

○
楞
厳
院
結
制 

 
 

10
日 

○
梅
花
講
全
国
大
会 

 

26
日 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
花
祭
り 

四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
日
で
す
。 

週
末
に
は
甘
茶
の
用
意
を
し
ま
す
の
で
、
門
池
の
桜
を
み

な
が
ら
、
お
花
見
の
つ
い
で
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

□
ペ
ッ
ト
に
や
す
ら
ぐ
時
代 

ペ
ッ
ト
の
供
養
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
数
年
に
な
り
ま
す

が
、
益
々
、
ペ
ッ
ト
が
家
族
の
一
員
と
し
て
わ
が
子
の
よ

う
に
愛
お
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
彼
岸
に
は
合
同
供
養
会
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

参
り
く
だ
さ
い 

□
共
同
墓
地
に
永
代
供
養
す
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た 

特
に
こ
こ
数
年
、
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
り
、
残
さ
れ
た
人
達
に
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
生
前
よ
り
お
申
込
み
の
方
も
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

□
写
経
会
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

坐
禅
や
お
写
経
会
が
静
か
な
ブ
ー
ム
で
す
。 

指
導
は
山
本
芙
美
子
先
生
で
す
。 

参
加
料
は
千
円 

 

□
梅
花
流
御
詠
歌
へ
の
お
す
す
め 

寺
族
指
導
に
よ
る
詠
賛
歌
を
唱
え
る
お
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
性
も
大
歓
迎
で
す
。 

□
「
や
す
ら
ぎ
大
学
」
講
話
の
会
二
年
目
の
開
校
を
し
ま
す
。 

年
間
一
万
円
。
月
一
回
。
七
月
、
八
月
、
休
講
。
第
三
火

曜
日
午
後
一
時
半
か
ら
三
時
ま
で
で
す
。
ど
う
ぞ
、
対
象

は
限
り
ま
せ
ん
。
心
を
安
ら
ぎ
た
い
人
は
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
他
に
は
な
い
企
画
で
す
。 

 【
後
記
】 

通
信
を
作
成
し
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
写
真
だ
な
、
一
年
が

早
い
な
と
思
い
ま
す
。
過
去
の
記
事
や
写
真
の
中
に
は
故

人
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
こ
ん
な
時
期
も
あ
っ
た
と
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
変
わ
っ
た
の
は
子
供
た
ち
の
姿
。
四
月

か
ら
、
ま
た
一
人
家
を
離
れ
生
活
す
る
息
子
が
い
ま
す
。

早
い
一
年
、
そ
れ
が
充
実
の
一
年
で
あ
り
た
い
も
の
で
す 

（
Ｈ
） 
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年
会
費
・
墓
地
管
理
費
等
の
口
座
引
き
落
と
し 

 四
月
は
墓
地
管
理
費
等
の
会
費
を
ご
指
定
の
口
座
よ

り
引
き
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
再
請
求
の
無

い
よ
う
に
必
ず
残
高
の
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経
理
担
当
者 
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万灯供養と鎮火祭、除夜の鐘 

 

第 106 回じぞう寄席 三遊亭楽之介師匠 

落語会世話人さんと師匠を囲んで 

子供たちの餅つきと鏡もち作り体験 

 

寺族会研修旅行 山形 雪の山寺 蔵王の樹氷 
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節分祭、大般若（2 月 1 日） 
 

文化クラブ 写経会  

近隣の御寺院の皆様に大般若経をよんでいただきました 

 

大
き
な
文
字
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た 

彼
岸
会
に
は
日
頃
の
写
経
を
奉
納
し
ま
す 

 

  

お寺でのかけ声は「福は内」だけです 


